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巻頭エッセイ 言語活動の潮流を読む f

何気なく合わせたテレビのチャンネル|11'で 、クレイ・シャーキー (Clay

Shh ky)の ブレゼンテーションを聴いた。聴き終って圧倒された。テー

マは、Cogntive Surplus(知 的余剰 )。 ネットΠ寺代の現代、ウィキベ

ディアなどにみられるように、 人はなぜ 自分の書いた1)の や制作した

tぅ のをネット上に無料で公開するのかについて 「知的余禾lJと いう独

自の概念を使って説明がなされている。シャーキーによれば、経済

的対価を求めることなく、時間的余乗Jを活用してネット世界で繰り広

げられている我々の知的活動は、今や一つの新しい文化 (Culture Of

Gcnerosity)を 創出させるまでに下つている。そして、その文化にお

いては、経済的制約 (ecOnomic constr」 nts)よ り1)社会的制約 (sodJ

constr面 nts)が 人々の行動を支配しているという.ちなみに、シャー

キーは同タイトルの著書を 2010年 に出版している注
"。

ゎずか 20分

ほどのこのブレゼンテーションは、シャーキー自身の 1‖の著書に匹

敵するどころか、その圧任」的な説得力と
'目

的興奮、さらに番細内外

の聴衆との一体感において、異次元の産物であった。ブレゼンテー

ションの威力である.

今やブレゼンテーションの時代である。故スティーブ・ジョブズ|まプ

レゼンテーションの天才と称され、彼のブレゼンテーションがなぜ感

動を与え続けるのか、その技術や秘訣を分析する本が次々に出版

されているII"。 ビジネスの世界では毎  3,000万件以上のプレゼン

テーションが行われており、ビジネスの成否はプレゼンテーションの

成否によると1)いわれる.実際、アップルネL製 品の躍進はジョブズの

ブレゼンテーションの成功によるところが大きいといえるのかt)しれな

いこ

しかし、冒頭で紹介したクレイ・シャーキーのブレゼンテーションは

ビジネスプレゼンテーションではない。このブレゼンテーションは TED

COnttlenceで 行われたブレゼンテーションの つである。調べてみ

ると、TED(l cchnology,Entertainl■ ent,Dcsign)は アメリカの非営利

団体で、ldcas worth splearllngを 謳い文句に年 1回、テーマを定め

て Confさ rencoを主催している。Conbrcnccでは多くのア名人がプレ

ゼンテーションを行い、聴衆として多くの人々が参加者する。ここで

行われたブレゼンテーションを収録した動画アーカイブは圧巻で、膨

大な数のプレゼンテーションがウェブ トで視聴できる注
“
。

さて、人々の英知を広めるためには、種々の手段がある。本として

落す、スピーチで語る、またシャーキーの知的余乗1活動さながらにウェ

ブ Lで作 1甲 |を 公開する、等々。しかるに、それらの手段を選択しな

いで、なぜ人は空間を共有してリアルタイムで言吾りかけ、リアフレタイム

で耳を傾けるのであろうか。なぜ、lED Conキ renceの ブレゼンテーショ

ンが一大現象となっているのであろうか。

ブレゼンテーションでは、スピーカーは集まつた聴衆に向かつて檀
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上で話をするが、スクリーンにビジュアル映像を映し出したり、物を

持ら込んだりと、効果的な演出が可能である。またスピーチと違って

スピーカーは壇 Lで比較的自由に動き回る。そして、あらかじめ比

較的短い制限時間が決められている。こういつた特徴 |ま 、プレゼン

テーションでは聴衆に “どのように伝えるか"が “何を伝えるか"に

勝るとも劣らず重要であることを反映している。スピーカーは与えら

れた環境の中で聴衆に効果的に英知を伝達することに意識的・無

意識的に 1:夫を凝らす。筆者は英語ブレゼンテーションの特徴につ

いてlll究 しているが、プレゼンテーションは従来的なスピーチや講

演と比べて、話し言葉の特徴をはるかに色濃く備えている。具体的

に例を挙げると、効果的なプレゼンテーションでは、代名詞 youの

使用頻度がIng著 に高く、また、いわゆるhdunve weと 言われる聴

衆を内包する人称代名詞が多用されることがわかつている。いずれ

モ)、 聴衆に働きかけ、聴衆を巻き込む効果を1)つ ている。結果として、

聴衆と 体化した時空を生み出す。TED Conf「 rcnccで は、スピー

ソフ ー σD intellectual powcr, cmotional p()wel, powcr of contributi()n

lll thc wo‖dが 注ぎ込まれ、スピーカーと聴衆が共有する経験は

unfbrgcttaЫ e momentと なり、一つの感動が生まれるという。ブレゼ

ンテーションの本質や魅力がここにある.

人は、自分の考えを伝えたいという生来的な欲求をもつているとい

われる。文字で伝える言語活動。話して伝える言語活動。近年では

ツイッターやブログにみられるように話し言葉を文字化するという言語

活動も盛んである。 司時に、人はやはり、人に向かつて話すことに

大きな関心を持ち魅力を感じ続けている。スピーチの進化系、プレ

ゼンテーションはシャーキーの説く知的余乗1を伏線に、現代的言語

活動として時代の潮流に乗っているのであろう。

今回、プレゼンテーションについて考えてみたのは、英語教育に

関わるものとして、時代の潮流を用しで感じ取っていることが、生徒た

ちに英語の感動を伝える一つの条件であると思うからである。そして、

言うまでもなく、ブレゼンテーションは英語教育において無限の可能

性を秘めていると思うからである。
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